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病虫害は少ない。 

花が盛りを過ぎたら早めに切り戻す。夏

過ぎには翌年の花芽が形成される品種が

多いので遅れると花付が悪くなる。花殻

を除去し、葉のついている２～３節を残

す程度にするとよい。 

多肥の必要はないが、乾燥を嫌うため灌

水し湿度を保つとよい。青系の品種は、

土壌が酸性化するとアルミニウムイオン

が色素に作用し青味が増してくる。赤系

の品種は中性土壌の方が色合いがよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

人気のアナベルやカシワバアジサイは北米原産

の品種。豪華な花房をつけ、手入れも比較的容

易。 

Memo 

梅雨時期の庭先を彩る代表的な花木。１株ある

だけで季節を感じさせる。花弁に見えるのは萼

(がく)。原種はガクアジサイのように周囲に装

飾花があり、中心に小さな本来の花が集まる。

すべての花が装飾花に改良されたのがアジサイ。

明るい日陰を好み土壌の乾燥を嫌う。 

生長：やや速い 特 記 

アジサイ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／園芸品種 

アジサイ類  [ 紫陽花 ]  


